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提
出
議
案

　
◆
専
決
処
分
の
承
認
　
１
件

○
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

◆
条
例
の
一
部
改
正
　
５
件

○
議
会
議
員
の
諸
給
与
支
給
条
例

○
町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の

諸
給
与
支
給
条
例

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

条
例

○
情
報
公
開
条
例

◆
平
成
29
年
度
補
正
予
算
　
５
件

○
一
般
会
計
（
第
４
号
）

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
（
第

２
号
）

○
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

○
水
道
事
業
会
計
（
第
２
号
）

◆
協
議
　
１
件

○
富
岡
地
域
医
療
事
務
組
合
の
規

約
変
更
に
関
す
る
協
議

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更　

２
件

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

（
建
築
工
事
）

○
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

（
機
械
設
備
工
事
）

平成 29年 12 月 甘楽町議会

第４回定例会

　
第
４
回
定
例
会
が
、
12
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
補
正

予
算
を
は
じ
め
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
議
案
14
件
を
審
議
し
、
採
決
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
14
日
に
は
、
６
議
員
に
よ
る
７
問
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

「議会だより編集委員会」が、新たに条例で規定された
「議会広報常任委員会」になりました。

より良い議会広報を目指し、次号から新メンバーで活動します。

相川　忠夫　　金田　倍視　　　山﨑　澄子　　富岡　朝男
委員長　中野　喜久勇　　副委員長　山田　邦彦

広報常任委員会 スタートします

■議員の賛否がわかれた審議議案
議員名　

議案名

議

決

結

果

黒
澤
　
　
篤

相
川
　
忠
夫

金
田
　
倍
視

山
﨑
　
澄
子

富
岡
　
朝
男

江
原
　
榮
和

中
野
喜
久
勇

長
谷
川
儀
平

栁
澤
　
清
次

中
里
　
芳
久

山
田
　
邦
彦

佐
俣
　
勝
彦

議案第 70 号 富岡地域医療事務組合の規約変更
に関する協議について

可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ―

※　「〇」は賛成。「×」は反対。議長は通常採決に加わらないため「－」で表示。

※　なお、上記以外の議案については、すべて全会一致で承認されました。　
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 陳　情
　陳情１件が提出されました。常任委員会に付託され慎重に審査し、その結果は下記のと
おり決定しました。

受付番号 件　　名 申請者 付託委員会 審査結果

陳情３号
町内に発達支援通級教室と言語指
導通級教室の設置を求める陳情書

甘楽町大字造石
星野　薫

総務
文教

採　択

議会って

どんなところ？

毎月１回、

「議員協議会」と「全員協議会」を

開催しています。

　議員のみが出席し、議会内部の検討事項に

ついて協議したり、各議員が出席した会議の報

告をするなど情報の共有化を図っています。

　町政に関する案件について、町側から報告を

受け、それに対して質問や協議をします。

　報告事項以外にも町政に関する事柄を議員

が直接質問することもあります。年４回開催さ

れる定例会などのように議案の審議・議決は行

いません。

議員協議会 全員協議会

『
請
願
』・『
陳
情
』　

審
査
の
流
れ

採

　択

可

　決

関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出

否

　決

不
採
択

趣
旨
採
択

継
続
審
査

本
会
議

議
員
の
紹
介

議

　長

受

　理

委
員
会

審

　査

本
会
議

委
員
会
に
審
議
を
委
ね
る

議
会
運
営
委
員
会

取
扱
い
を
協
議

請

　願

陳

　情

委
員
長
よ
り
結
果
報
告
・
議
決

意
見
書
の
発
議
・
議
決
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一
　
般
　
質
　
問

「
新
生
児
聴
覚
検
査
」
実
施
に

向
け
て
の
取
組

江
原
　
榮
和
　
議
員

金
田
　
倍
視
　
議
員

吹
上
の
石い

し
ど
い樋

の
水
漏
れ
に

つ
い
て

■
議
員　

新
生
児
期
に
行

な
わ
れ
る
検
査
に
『
新
生

児
聴
覚
検
査
』
が
あ
り
、

分
娩
し
た
病
院
で
入
院
中

に
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
生
児
の
千
人
に
１
～

２
人
の
割
合
で
難
聴
が

発
生
し
て
お
り
、
『
新
生

児
聴
覚
検
査
』
を
受
診
し

早
期
の
発
見
と
適
切
な
治

療
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
検
査
に
対
す
る
公
費

支
援
が
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

聴
覚
障
害
が
早
期
に
発

見
さ
れ
適
切
な
治
療
を

行
な
っ
た
場
合
に
は
、
音

声
言
語
発
達
等
へ
の
影
響

が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る

た
め
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
お
聴
き
し
ま

す
。

①
町
の
新
生
児
聴
覚
検
査

の
啓
発
状
況

②
今
後
の
公
費
負
担
の
考

え
方

③
新
生
児
聴
覚
検
査
結
果

の
把
握
状
況
と
検
査
を
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
児
へ
の

対
策

■
町
長　

難
聴
の
発
見
が

遅
れ
る
と
、
生
後
２
～
３

年
の
う
ち
に
急
速
に
発
達

す
る
言
語
能
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
発

達
も
遅
れ
て
し
ま
う
な
ど

の
理
由
か
ら
、
新
生
児
が

聴
覚
検
査
を
受
け
る
こ
と

は
大
切
と
承
知
し
て
い
ま

す
。

①
妊
娠
届
の
提
出
時
や
家

庭
訪
問
及
び
母
親
学
級
な

ど
で
、
検
査
の
大
切
さ
を

伝
え
て
い
ま
す
。

②
来
年
度
か
ら
の
公
費
助

成
に
つ
い
て
検
討
を
始
め

て
お
り
、
県
医
師
会
等
と

集
合
契
約
を
結
び
、
受
診

票
の
交
付
に
よ
り
、
県
内

の
医
療
機
関
な
ら
ば
ど
こ

で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に

現
在
調
整
中
で
す
。
公
費

負
担
額
は
、
上
限
３
千
円

と
す
る
予
定
で
す
。

③
検
査
結
果
は
、
母
子
手

帳
等
に
よ
り
保
健
師
が
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
検
査
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
児
に
つ
い
て
は
、

保
健
師
が
聴
覚
検
査
の
大

切
さ
を
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
受
診
を
勧
奨
し

て
い
ま
す
。

■
議
員　

吹
上
の
石
樋
の

水
漏
れ
に
つ
い
て
は
、

樋
そ
の
も
の
、
底
石
と
側

壁
石
の
間
か
ら
の
水
漏
れ

は
、
歴
史
的
文
化
財
と
し

て
の
趣
を
感
じ
さ
せ
ま
す

が
、
そ
の
周
辺
か
ら
と
思

わ
れ
る
水
漏
れ
場
所
が
数

箇
所
見
ら
れ
ま
す
。
特
に

石
樋
下
の
石
垣
な
ど
か
ら

は
結
構
な
量
の
水
漏
れ
が

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
田
植
え
の
時
期
に

は
水
不
足
で
四
苦
八
苦
の

状
況
が
続
い
て
お
り
、
一

滴
の
水
が
欲
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

無
駄
な
漏
水
の
修
繕
に

つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

■
町
長　

「
吹
上
の
石

樋
」
は
、
今
か
ら
１
５
２

年
程
前
、
幕
末
期
に
、
木

樋
か
ら
石
樋
に
架
け
替
え

ら
れ
た
も
の
で
、
樋
の
部

分
は
７
つ
の
石
か
ら
構
成

さ
れ
、
そ
の
仕
上
が
り
は

精
巧
で
、
当
時
の
技
術
の

高
さ
を
象
徴
す
る
施
設
と

承
知
し
て
い
ま
す
。
過
去

の
幾
多
の
地
震
に
も
耐
え

な
が
ら
現
在
ま
で
至
り
、

平
成
22
年
３
月
に
は
町
指

定
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

水
漏
れ
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
雄
川
堰
水

利
組
合
か
ら
要
望
を
い
た

だ
い
て
お
り
、
水
利
組
合

で
毎
年
行
う
土
砂
払
い
の

時
期
で
あ
る
４
月
下
旬
に

合
わ
せ
て
、
止
水
対
策
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
指
定
重
要
文
化
財
で

す
の
で
、
教
育
委
員
会
文

化
財
担
当
と
協
議
し
な
が

ら
、
工
法
は
、
施
工
箇
所

が
目
立
た
な
い
よ
う
５
分

か
ら
10
分
程
度
で
凝
結
す

る
「
急
結
性
止
水
モ
ル
タ

ル
」
で
漏
水
箇
所
を
修
復

す
る
こ
と
を
現
時
点
で
は

考
え
て
い
ま
す
。
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一
　
般
　
質
　
問

認
定
こ
ど
も
園
の
開
設
に

つ
い
て

栁
澤
　
清
次
　
議
員

富
岡
　
朝
男
　
議
員

第
５
次
総
合
計
画
の
進
捗
状
況

及
び
今
後
の
計
画
は

■
議
員　

母
親
の
中
に

は
、
働
き
に
出
た
い
の
だ

が
、
幼
稚
園
は
３
歳
か
ら

で
な
い
と
入
れ
な
い
な
ど

で
困
っ
て
い
る
人
。
母
親

が
自
分
で
子
育
て
を
し
て

い
る
が
、
た
ま
に
は
気
分

転
換
が
し
た
い
、
不
意
に

子
ど
も
を
連
れ
て
行
け
な

い
用
事
が
出
来
た
と
き
近

く
に
頼
め
る
人
が
い
な
い

な
ど
で
困
っ
て
い
る
人

等
々
が
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
保
育
園
就
園

率
ア
ッ
プ
、
幼
稚
園
就
園

率
ダ
ウ
ン
と
言
う
最
近
の

傾
向
と
き
め
細
か
な
子
育

て
支
援
を
考
え
た
時
、
幼

稚
園
の
統
合
計
画
が
あ
る

こ
の
機
会
に
、
現
在
あ
る

か
ん
ら
保
育
園
、
小
幡
幼

稚
園
、
福
島
幼
稚
園
、
新

屋
幼
稚
園
の
４
園
を
統
合

し
、
保
育
園
部
・
幼
稚
園

部
・
一
時
預
か
り
部
の
組

織
を
備
え
た
「
認
定
こ
ど

も
園
」
を
開
設
し
た
ら
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

町
の
考
え
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

■
町
長　

就
任
以
来
、

「
子
ど
も
は
町
の
宝
、
子

ど
も
を
育
て
る
な
ら
甘
楽

町
」
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
に
は
、
幼
稚

園
適
正
配
置
検
討
委
員

会
に
お
い
て
、
幼
稚
園
を

統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
う
答
申
が
さ
れ
て

い
ま
す
。
平
成
27
年
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
で
は
、
認
定
こ
ど
も

園
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の

給
付
制
度
も
共
通
化
し
て

い
ま
す
。

　

就
学
前
の
教
育
・
保
育

は
、
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と

思
い
ま
す
の
で
、
幼
稚
園

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

中
・
長
期
的
な
展
望
に
立

ち
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

の
よ
り
良
い
教
育
、
保
育

環
境
の
整
備
、
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

観
点
か
ら
、
認
定
こ
ど
も

園
の
う
ち
、
幼
稚
園
型
や

幼
保
連
携
型
も
視
野
に
入

れ
、
今
後
、
充
分
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
議
員　

総
合
計
画
も
前

期
の
５
年
間
が
終
了
し
、

後
期
の
５
年
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
統
合
中
学

校
、
工
業
団
地
等
多
く
の

事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
前
期
の
成
果
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

１
．
前
期
で
実
施
で
き
た

総
合
計
画
に
つ
い
て
、

ハ
ー
ド
面
ソ
フ
ト
面
、
そ

れ
ぞ
れ
の
進
捗
状
況
は
。

２
．
計
画
中
の
次
の
事
業

の
計
画
、
実
施
は
。

①
善
慶
寺
地
区
の
工
業
団

地
の
確
保

②
雨
水
排
水
路
整
備
事
業

③
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ

ス
沿
道
及
び
県
道
小
川
塩

畑
堂
沿
道
の
整
備

④
里
山
整
備
事
業
（
昆
虫

の
森
、
魚
釣
り
場
等
）

⑤
白
倉
浄
水
場
の
大
規
模

改
修

⑥
甘
楽
野
球
場
及
び
陸
上

競
技
場
の
改
修

⑦
農
産
物
の
販
売
活
動
支

援
や
住
民
の
創
作
し
た
手

工
芸
品
の
販
売
の
支
援

■
町
長
　
１
．
70
％
の
進

捗
率
で
す
。
総
合
計
画
は

３
年
ご
と
の
実
施
計
画
に

つ
い
て
毎
年
ロ
ー
リ
ン
グ

を
実
施
し
、
財
政
状
況
に

よ
り
次
年
度
の
予
算
に
反

映
さ
せ
て
い
ま
す
。

２
．
①
現
段
階
で
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

②
地
域
の
実
情
に
合
っ
た

整
備
方
法
等
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

③
農
振
除
外
申
請
で
県
の

同
意
が
得
ら
れ
て
お
ら

ず
、
引
き
続
き
県
と
協
議

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

④
荒
廃
林
整
備
を
ぐ
ん
ま

緑
の
県
民
基
金
を
活
用
し

て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

現
状
で
は
人
工
的
な
魚
釣

り
場
の
整
備
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

⑤
31
年
度
に
設
計
、
32
・

33
年
度
に
改
修
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

⑥
甘
楽
野
球
場
は
、
来
年

度
に
改
修
工
事
を
予
定
。

陸
上
競
技
場
は
、
ト
ラ
ッ

ク
等
の
改
修
、
暗
渠
排
水

設
備
等
を
施
工
済
で
す
。

⑦
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
ま
た

は
参
加
し
町
の
農
特
産
物

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
ま
す
。

手
工
芸
品
に
つ
い
て
は
、

開
発
費
を
補
助
し
、
道
の

駅
甘
楽
で
販
売
す
る
な
ど

支
援
を
し
て
い
ま
す
。
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一
　
般
　
質
　
問

地
域
経
済
振
興
に
つ
い
て

山
田
　
邦
彦
　
議
員

ゴ
ミ
の「
環
境
保
健
協
会
員
」

以
外
の
人
の
対
応
に
つ
い
て

■
議
員　

２
０
１
５
年
現

在
「
30
年
間
で
、
日
本

は
約
17
万
社
の
中
小
企
業

が
減
っ
た
」｢

中
小
業
者

（
社
長
）
の
平
均
年
齢

は
、
66
歳｣

「
ド
イ
ツ
や

イ
ギ
リ
ス
で
は
数
十
％

増
。
カ
ナ
ダ
で
は
約
２
倍

に
な
っ
た
」
と
。
日
本
は

対
策
を
取
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

①
「
小
規
模
企
業
振
興
条

例
」
を
制
定
す
る
。

②
小
規
模
事
業
者
の
意
見

を
聞
く
審
議
会
の
設
置
。

「
産
業
振
興
基
本
計
画
」

の
制
定
。
そ
の
委
員
は
公

募
す
る
。

③
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
制
度
」
と
「
商
店
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度
」

は
全
国
で
地
域
の
中
小
業

者
の
活
性
化
の
決
め
手
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
実
施
を
。

④
小
口
融
資
を
創
業
時
も

対
象
に
す
る
。

⑤
政
府
に
よ
る
部
分
保
証

拡
大
に
反
対
す
る
。

⑥
所
得
税
法
第
56
条
の
廃

止
に
賛
同
し
、
国
に
意

見
書
を
提
出
す
る
な
ど
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

■
町
長　

①
す
で
に
商
工

会
と
の
協
議
に
よ
り
制
定

す
る
方
向
で
進
め
て
い
ま

す
。

②
商
工
会
と
の
協
議
で
条

例
と
併
せ
て
内
容
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
毎
年
、

商
工
会
の
理
事
と
行
政
懇

談
会
を
行
い
、
意
見
交
換

の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

③
現
在
、
創
業
支
援
事
業

の
中
で
空
き
店
舗
を
活

用
す
る
た
め
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
つ
い
て
、
条
件
に

よ
り
補
助
金
を
交
付
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
個
人

住
宅
を
対
象
と
し
た
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

④
国
が
出
資
す
る
（
株
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
の
創

業
支
援
貸
付
利
率
特
例
制

度
を
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤
信
用
保
証
協
会
法
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
制

度
で
す
の
で
、
法
に
よ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑥
税
法
上
の
こ
と
で
あ
り

ま
す
の
で
、
町
と
し
て
廃

止
に
賛
同
し
た
り
、
意
見

書
を
提
出
す
る
考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

■
議
員　

甘
楽
町
は
「
一

人
一
日
当
た
り
の
ゴ
ミ

の
量
」
が
県
内
で
１
番
少

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
町
、
収
集
業
者
、
衛

生
支
部
長
、
住
民
の
協
力

の
た
ま
も
の
で
す
。

　

そ
ん
な
中
、
ア
パ
ー
ト

や
借
家
に
お
住
ま
い
の
方

で
環
境
保
健
協
会
の
情
報

が
伝
わ
り
に
く
い
人
た
ち

が
ゴ
ミ
処
理
の
仕
方
が
わ

か
ら
ず
、
適
切
に
対
応
で

き
な
い
事
例
も
見
聞
き
し

ま
す
。

①
そ
う
い
う
事
例
は
何
箇

所
あ
る
か
。

②
環
境
保
健
協
会
の
会
費

を
払
っ
て
い
な
い
人
や
、

ア
パ
ー
ト
の
所
有
者
が

払
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

何
軒
（
件
）
か
。

③
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
啓

発
方
法
は
。

④
ア
パ
ー
ト
な
ど
は
「
別

建
て
」
で
ゴ
ミ
の
収
集
所

を
作
り
、
行
っ
て
は
ど
う

か
。
啓
発
・
管
理
・
指
導

な
ど
が
し
や
す
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。

■
町
長　

①
４
箇
所
把
握

し
て
い
ま
す
。

②
会
費
の
徴
収
は
衛
生
支

部
長
に
お
任
せ
を
し
て
お

り
、
今
年
度
会
費
を
納
め

て
い
た
だ
い
た
世
帯
は
、

３
９
６
８
世
帯
で
、
ア

パ
ー
ト
の
所
有
者
が
支

払
っ
て
い
る
件
数
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。

③
転
入
届
を
出
さ
れ
た
時

に
、
日
本
語
や
中
国
語
、

英
語
版
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
よ
り
、
ご
み
の
出
し

方
、
分
別
の
方
法
な
ど
を

説
明
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
技
能
実
習
生
と
し

て
来
日
さ
れ
て
い
る
人
に

は
、
企
業
と
連
携
し
て
、

実
習
生
教
育
に
ご
み
出
し

の
マ
ナ
ー
な
ど
を
取
り
入

れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

④
別
建
て
の
ご
み
収
集
所

を
作
る
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

当
町
で
は
、
今
後
も
町

環
境
保
健
協
会
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化

防
止
な
ど
、
環
境
へ
の
負

荷
を
で
き
る
限
り
低
減
さ

せ
る
た
め
、
分
別
収
集
や

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

山
田
　
邦
彦
　
議
員



かんら議会だより （7）

一
　
般
　
質
　
問

町
道
（
鎌
倉
街
道
）
拡
幅

改
良
事
業
促
進
に
つ
い
て

相
川
　
忠
夫
　
議
員

■
議
員　

旧
甘
楽
第
一
中

学
校
跡
地
に
つ
い
て
は
、

広
域
消
防
分
署
、
幼
稚

園
、
多
目
的
広
場
な
ど
の

整
備
に
よ
り
有
効
活
用
さ

れ
る
見
込
み
で
、
地
域
の

活
性
化
に
結
び
つ
く
も
の

と
お
お
い
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

一
連
の
事
業
に
伴
い
、

一
中
跡
地
か
ら
東
側
の

信
号
ま
で
は
道
路
改
良
計

画
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
鎌
倉
街
道
は
、
道
幅

が
狭
い
う
え
車
歩
道
の
区

分
が
な
く
、
歩
行
者
や
自

転
車
利
用
者
が
日
常
的
に

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る

現
状
で
す
。

　

一
中
跡
地
か
ら
西
の
信

号
（
県
道
）
ま
で
の
交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て
も
、

緊
急
性
の
高
い
課
題
だ
と

考
え
ま
す
。

　

改
良
計
画
、
交
通
安
全

対
策
案
等
に
つ
い
て
町
の

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

■
町
長　

鎌
倉
街
道
は
、

昭
和
60
年
に
都
市
計
画
決

定
さ
れ
た
道
路
で
す
が
、

現
在
着
手
に
は
至
っ
て

い
な
い
状
況
で
す
。
し
か

し
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
設

置
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整

備
、
大
日
橋
付
近
の
改
良

な
ど
を
行
い
、
現
在
は
、

一
中
跡
地
か
ら
東
側
の
改

良
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

一
中
跡
地
か
ら
西
側

は
、
都
市
計
画
道
路
の
規

格
で
整
備
す
る
場
合
に
は

多
額
の
費
用
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
道
路
情
勢
が
大

き
く
変
化
し
た
中
で
、
費

用
に
対
す
る
そ
の
効
果
を

精
査
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
歩
行
者

の
安
全
確
保
を
考
え
、
東

側
同
様
に
、
現
在
の
道
路

に
歩
道
を
整
備
す
る
方

法
で
あ
れ
ば
、
実
施
す

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
東
側
の

進
捗
状
況
に
も
よ
り
ま
す

が
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
土
地
所
有
者
な
ど

関
係
者
の
ご
協
力
を
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
議
員
の
皆
様
に

も
、
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

目
か
ら
鱗

う
ろ
こ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

　

議
会
運
営
委
員
会
と
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会
は
、
神
奈
川
県
を
訪
問
し
ま
し

た
。
11
月
13
日
の
視
察
先
は
神
奈
川
県
農

業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
、
神
奈
川
の
農
業
を

支
え
る
技
術
開
発
と
普
及
指
導
等
を
学
び

な
が
ら
研
究
施
設
を
見
学
し
て
来
ま
し

た
。

　

11
月
14
日
に
は
神
奈
川
県
寒
川
町
議

会
を
訪
ね
、
議
会
改
革
の
取
組
み
に
つ

い
て
研
修
し
ま
し
た
。
寒
川
町
は
人
口

４
万
８
０
８
９
人
、
職
員
定
数
２
４
８

人
、
特
別
会
計
を
含
め
た
29
年
度
の
予
算

は
、
２
５
９
億
３
３
４
６
万
８
０
０
０
円

で
、
議
員
定
数
は
18
人
で
す
。　

　

こ
の
研
修
で
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
議
会
運
営
に

つ
い
て
の
説
明
で
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
26
年
９
月
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
操
作
研
修
会
を
実
施
し
、
27
年

３
月
か
ら
正
式
運
用
を
開
始
、
29
年
３
月

に
は
新
機
種
へ
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
使
用
中
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
台
数
は

48
台
（
議
会
25
台
、
執
行
部
23
台
）
で
あ

り
、
契
約
方
法
は
48
か
月
の
賃
貸
借
契
約

で
、
費
用
は
年
間
１
８
４
万
円
と
の
こ
と

で
す
。
実
際
に
端
末
の
操
作
指
導
を
受
け

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
寒
川

町
は
、
平
成
24
年
４
月
よ
り
通
年
議
会
も

行
っ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
大
い
に
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
で
は
、
環
境
省
の
名
水
百
選
に

指
定
さ
れ
て
い
る
神
奈
川
県
秦
野
市
の
秦

野
湧
水
な
ど
を
見
学
し
て
来
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
会
合
同
視
察
研
修

議
会
運
営
委
員
会

中
里　

芳
久

▲神奈川県寒川町議会
　訪問の様子

▼神奈川県農業技術センター
　視察の様子
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松
本
城
の
集
客
効
果
に
感
嘆

　

長
野
県
松
本
市
の
中
町
蔵
シ
ッ
ク
館
に

お
い
て
、
松
本
城
を
中
心
と
し
た
歴
史
ま

ち
づ
く
り
事
業
（
街
な
み
環
境
整
備
事

業
）
の
「
松
本
城
南
・
西
外
堀
復
元
事

業
」
の
概
況
や
、
歴
史
的
建
造
物
を
活
か

し
た
松
本
城
周
辺
に
お
け
る
各
地
区
の
特

徴
を
ふ
ま
え
た
「
歩
い
て
み
た
い
城
下
町

ま
ち
づ
く
り
事
業
」
へ
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

後
、
通
り
ご
と
に
異
な
る
道
路
美
装
化
や

街
な
み
修
景
状
況
、
水
め
ぐ
り
の
井
戸
整

備
事
業
の
状
況
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

松
本
城
の
集
客
効
果
や
各
事
業
に
お
け

る
整
備
状
況
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
嘆
さ
せ

ら
れ
た

視
察
研

修
で
し

た
。

青
竹
除
去
が
６
次
産
業
化

　

長
野
県
千
曲
市
で
薪
ス
ト
ー
ブ
・
破
袋

分
別
機
な
ど
の
環
境
機
器
の
製
造
・
販
売

を
行
な
っ
て
い
る
㈱
モ
キ
製
作
所
を
視
察

し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
移
動
式
多
目
的

防
災
薪
ス
ト
ー
ブ
・
無
煙
炭
化
器
を
利
用

し
て
い
る
多
く
の
自
治
体
や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
よ
る
伐
採
竹
材
の
活
用
状
況
、
竹
林

整
備
の
一
環
で
、
青
竹
除
去
を
目
的
に
６

次
産
業
と
し
て
「
竹
の
子
」
の
穂
先
を

使
っ
て
メ
ン
マ
製
造
を
行
な
っ
て
い
る
団

体
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、
移

動
式
多
目
的
防
災
薪
ス
ト
ー
ブ
を
活
用
し

て
の
焼
き
芋
づ
く
り
や
無
煙
炭
化
器
に
よ

る
竹
材
の
炭
化
実
演
に
つ
い
て
研
修
し
て

き
ま
し

た
。

社
会
産
業
常
任
委
員
会
視
察
研
修

〈
10
月
10
日
・
11
日
〉

社
会
産
業
常
任
委
員
会

江
原　

榮
和

危
険
予
知
訓
練
の
重
要
性
を
実
感

　

甘
楽
町
と
北
区
は
、
自
然
休
暇
村
事

業
・
災
害
時
相
互
応
援
協
定
・
友
好
都
市

交
流
協
定
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
第

２
次
世
界
大
戦
末
期
に
は
、
甘
楽
町
に
学

童
疎
開
し
た
縁
も
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
て
設
置
さ
れ
て
い
る
北
区
防
災
セ
ン

タ
ー
で
は
、
震
度
２
か
ら
７
の
揺
れ
を
体

験
し
ま
し
た
。
６
か
ら
７
の
揺
れ
は
、
熊

本
城
の
屋
根
や
石
垣
が
崩
れ
た
時
の
大
き

さ
だ
そ
う
で
す
。
災
害
に
あ
っ
た
ら
自
助

(

自
分
を
守
る)

、
共
助(

地
域
を
守
る)

、

公
助(

公
的
機
関
の
防
災
対
策)

が
重
要
で

す
。
そ
の
他
で
は
備
蓄
倉
庫
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
つ
く
づ
く

危
険
予
知
訓

練
が
必
要
だ

と
思
い
ま
し

た
。

認
定
こ
ど
も
園
の
必
要
性
を
痛
感

　

千
葉
県
多
古
町
の
面
積
は
約
73
㎢
、
人

口
は
約
１
万
５
千
人
、
県
内
の
町
村
の
中

で
２
番
目
に
大
き
い
町
で
す
。

　

多
古
町
認
定
こ
ど
も
園
は
、
４
つ
の
幼

稚
園
と
３
つ
の
保
育
所
を
統
合
し
た
も
の

で
す
。
敷
地
面
積
は
１
万
２
１
８
０
㎡
、

建
築
面
積
は
２
８
７
８
㎡
で
、
総
工
費

は
約
13
億
円
で
す
。
定
員
数
は
、
合
計

４
１
０
人
で
、
現
在
の
在
籍
数
は
３
５
２

人
で
す
。
看
護
師
２
人
が
在
籍
し
、
通
園

バ
ス
６
台
で
送
迎
を
し
て
い
ま
す
。
保
育

時
間
は
、
最
大
で
午
前
７
時
か
ら
午
後
７

時
ま
で
で
す
。

　

甘
楽
町
で
も
「
認
定
こ
ど
も
園
」
を
開

設
す
る
こ
と
に
よ
り
働
き
や
す
い
環
境
づ

く
り
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研
修

〈
10
月
17
日
・
18
日
〉

総
務
文
教
常
任
委
員
会

栁
澤　

清
次
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区
長
　（
70
代
・
男
性
）

　

福
島
・
新
屋
地
区
区
長
会
（
区
長
代
理
含
む
）
で
は
、
19
人
で
12
月
議
会
を

傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
担
当
職
員
に
よ
る
開
始
時
間
通
告
の
後
、
緊

張
感
漂
う
中
、
各
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
、
次
に
６
議
員
に
よ
る
７
件
の
一
般

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
答
弁
に
つ
い
て
は
、
町
長
を
始
め
関
係
課
長
に
よ
る

町
の
取
組
み
状
況
等
々
で
し
た
。

　

今
回
の
傍
聴
で
感
じ
た
こ
と
は
、
区
長
・
区
長
代
理
が
各
地
元
の
問
題
を
把

握
し
て
議
員
を
通
し
て
質
問
し
て
欲
し
い
事
案
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
感
じ
、
議

場
を
出
ま
し
た
。

 

各
議
員
、
議
会
の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

１０月２３日
（月）

１１月１７日
（金）

１２月１４日
（木）

議員協議会
　◇小口融資審査委員会報告他 14 件

全員協議会
　◇行政改革大綱パブリックコメント実施結果他 15 件

議員協議会
　◇富岡甘楽衛生施設組合議会視察研修報告他８件

全員協議会
　◇甘楽町地域防災訓練について他 10 件

議員協議会
　◇陳情の審査結果報告他６件

全員協議会
　◇年末年始の諸行事について他 11 件

議員質問事項
　○甘楽中への通学路（農免道路）および引田に　
　　抜ける峠道の鳥獣害対策について

議
会
を
傍
聴
し
て

10
月

15
日　

消
防
団
秋
季
検
閲
式

17
日
～
18
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　

視
察
研
修

18
日　

老
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

20
日　

介
護
保
険
運
営
協
議
会

23
日　

全
員
協
議
会

24
日　

甘
楽
多
野
地
域
町
村
議
会
交
流
会

25
日　

上
毛
新
聞
創
刊
百
三
十
周
年
記
念
式
典

　
　
　

学
校
給
食
運
営
委
員
会

26
日　

広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
監
査

27
日　

県
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修

30
～
31
日　

衛
生
施
設
組
合
議
会
視
察
研
修

11
月

３
日　

産
業
文
化
祭
／
総
合
表
彰
式

10
日　

自
衛
隊
協
力
会
・
家
族
会
視
察
研
修

11
日　

健
康
祭

13
日
～
14
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
だ　
　

　
　
　
　
　
　

よ
り
編
集
委
員
会
視
察
研
修

15
日　

議
会
広
報
研
修
会

16
日　

富
岡
甘
楽
地
方
議
会
議
員
連
絡
協
議　
　
　

　
　
　

会
研
修
会

17
日　

全
員
協
議
会

　
　
　

県
知
事
・
県
議
会
議
長
と
の
懇
談
会

20
日　

地
方
自
治
法
70
周
年
記
念
式
典

21
日　

県
選
出
国
会
議
員
と
の
懇
談
会

22
日　

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

26
日　

地
域
防
災
訓
練

30
日　

農
業
振
興
地
域
促
進
協
議
会

　
　
　

県
道
路
協
会
富
岡
支
部
総
会

12
月

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

３
日　

古
タ
イ
ヤ
・
廃
バ
ッ
テ
リ
ー
回
収

５
日　

子
ど
も
い
じ
め
防
止
フ
ォ
ー
ラ
ム

７
日
～
14
日　

第
４
回
定
例
会

13
日　

土
地
開
発
公
社
評
議
委
員
会

14
日　

全
員
協
議
会

19
日　

都
市
農
村
交
流
協
会
理
事
会
・

　
　
　

評
議
員
会

20
日　

広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備
組
合
議
会　
　
　

　
　
　

定
例
会

　
　
　

医
療
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

21
日　

観
光
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査
会

22
日　

障
害
者
計
画
策
定
委
員
会

　
　
　

介
護
保
険
運
営
協
議
会

25
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

29
日　

歳
末
特
別
夜
間
警
戒
慰
問

１
月

１
日　

元
旦
駅
伝
競
走
大
会

５
日　

町
関
係
役
員
新
年
互
礼
会

　
　
　

県
議
会
新
春
交
流
会

　
　
　

上
毛
新
聞
新
年
交
歓
会

７
日　

消
防
団
出
初
式
／
成
人
式

12
日　

富
岡
警
察
署
初
点
検

　
　
　

観
光
情
報
交
換
会
サ
ロ
ン
ド
Ｇ

日 

程
（
主
な
活
動
記
録
）

毎
月
開
催

・
小
口
融
資
審
査
委
員
会

・
例
月
出
納
検
査

全 員 協 議 会 報 告

議会を傍聴しませんか
12月定例会の傍聴者は２１人でした。次回定例会（最終日）は、
３月１６日（金）開催予定です。
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委 

員 

長

　
富
　
岡
　
朝
　
男

副
委
員
長

　
中
　
里
　
芳
　
久

委
　
　
員

　
黒
　
澤
　
　
　
篤

相
　
川
　
忠
　
夫

金
　
田
　
倍
　
視

江
　
原
　
榮
　
和

栁
　
澤
　
清
　
次

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　

皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
穏
や

か
な
年
明
け
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
察
し
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
は
、
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
の
開
催
と
明
治

維
新
か
ら
１
５
０
年
目
の
節
目

の
年
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
来
年

に
は
改
元
（
元
号
２
４
８
番
目
）

を
控
え
て
お
り
、
２
０
２
０
年

の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
と
続

き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
時
代
、
幾
多
の

事
象
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り

そ
う
で
す
が
、
争
い
の
な
い
平

穏
な
新
元
号
時
代
が
迎
え
ら
れ

る
こ
と
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
議
会
も
１
年
余
り
の

任
期
と
な
り
ま
す
が
、
今
後
も

地
域
の
皆
様
方
の
ご
意
見
等
に

お
応
え
で
き
る
よ
う
に
研
鑽
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

（
黒
澤　

篤　

記
）

表
紙
の
説
明

　

毎
年
、
冬
に
な
る
と
町

内
の
あ
ち
こ
ち
で
、
子
ど

も
た
ち
の
「
は
い
！
」
と

い
う
元
気
な
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。『
上
毛
か
る
た
』

の
練
習
は
、
群
馬
の
冬
の

風
物
詩
と
も
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
12
月

の
あ
る
日
の
若
草
子
供
会

（
天
引
）
の
練
習
風
景
で
す
。

44
枚
の
札
を
前
に
１
枚
で

も
多
く
取
ろ
う
と
、
そ
の

表
情
は
み
ん
な
真
剣
そ
の

も
の
で
し
た
。

編

集

後

記

議会活動報告

＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊

＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊

＊＊＊＊

＊＊＊＊

＊＊＊＊

　１２月１２日、食生活改善推
進連絡協議会主催の料理教室に
参加しました。

社会産業常任委員会
　１２月１２日、改修工事中の
「にこにこ甘楽」を視察しました。

総務文教常任委員会
　１２月１３日、福島・新屋地区の
町指定文化財等を見学しました。
写真左：向陽寺の天井画
写真右：福島椿森の石仏


